
小売業事業所数の増加に資する事例
【広島県三原市 人口：89,264人（令和４年度） 計画期間：平成２８年４月～令和３年３月】

中心市街地区域約９０ｈａ

【活用した支援措置】
・地域住民生活等緊急支援のための交付金（地
方創生先行型）（内閣府）（平成27年度）

【小売業事業所数】  基準値 196事業所（H26）→210事業所（R2）

取組のポイント

【三原市概要】

・空き店舗と空き店舗利用希望者とをマッチングさ
せ、新規出店者に店舗改装費等を補助することで、
平成28 年度には10 件の新規出店者を創出。

・コーディネーターを配置した支援拠点にワンストップ
窓口を設置し、起業意識の醸成、起業希望者の
フェーズに応じた支援を実施することで、7 件の新
規創業者が生まれ、新たなサービスを提供する魅
力ある店舗の増加を図り、賑わいを創出した。

成 果

事業概要
【空き店舗バンク事業】

空き店舗バンク事業…中心市街地の空き店
舗情報を収集し提供する。空き店舗と空き店舗
利用者のマッチングによる有効活用と商店街の活
性化を促進する。

起業化促進事業…創業支援事業を計画的，
効率的に進めるため，産学官金連携による三原
市起業化促進連携協議会により，事業の進捗
管理・調整を実施するとともに，コーディネーター
を配置した支援拠点にワンストップ窓口を，起業
意識の醸成，起業希望者のフェーズに応じた支
援を実施する。

【起業化促進事業】

＜創業マルシェの店舗＞

＜創業セミナーの様子＞
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